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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   新居浜市立中萩中学校                   

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ■中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ７９２－００４５ 

       愛媛県新居浜市中萩町１３番３１号                              

  E-mail  nkhj-ad@esnet.ed.jp                      

  Website  http://nakahagi-j.esnet.ed.jp                

  児童生徒数  男子 ２７５名   女子 ２３９名  合計 ５１４名 

        児童・生徒の年齢１３歳～１５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

■ 気候変動  

□ 生物多様性 

■ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

   ① １年：地域を知る 

     第１学年では、身近な地域社会に関心をもち、意欲的に取り組む資質

を養うために「地域を知る」というテーマを設定した。その中で、「歴

史・文化」「福祉」「自然・環境」「安全・防災」の４つの講座を設け、

地域に出向き、様々な体験活動や探求学習を通して地域についての学習

を深めた。また、各講座の活動を単なる調査活動に終わらせず、観察・

訪問・発表、創造的表現活動・制作活動など体験的学習や問題解決学習

を積極的に取り入れた。 

  ア 東川の環境調査 

校区を流れる東川の水生生物や水質を調べ、身近な環境問題を考える

活動を行った。どんな生物がいるかを調べるだけでなく、水質を自分た

ちで調べることによって環境を守ることの大切さを実感することができ

た。 

イ 地域の施設との交流 

     本校区の公民館、スーパー、病院、児童センター等の施設に、本校の

様子を掲載した学校新聞を掲示させていただいた。学校の PRだけでなく、

直接的な地域とのつながりが実感できる活動になった。 

ウ 介護施設への訪問 

「グループホーム微笑の家」「夕日館」「おくらの里」などの介護施設

を訪問し、お年寄りの方々との交流会を実施した。お年寄りの方々に喜

んでもらいたいという気持ちから、クイズやゲーム、歌などの企画を考

え訪問した。事前に制作したプレゼントも好評で、温かい雰囲気で活動

することができた。また、清掃活動やお年寄りの方との触れ合いに積極

的に取り組む姿が見られた。生徒の感想からは、普段では学べないこと

を学ぶことができたという満足感が表現されていた。 

エ 防災や安全についての調査 

    校区の危険箇所を歩いて調べたり、災害への備えについて考えたりす

る活動を中心に学習を進めていった。東日本大震災や昨今の異常気象に

関心をもつ生徒が多く、「自分たちが安心して生活するためには」という

視点で調べる活動を行った。 

② 全校：空き缶アート制作 

    「空き缶アート制作」を核に身近な環境問題を考え、地域と交流し、

生徒からのメッセージを発信する。その発展として、環境保全に貢献す

る人材を育成していくことをねらいとしている。また、総合的な学習を

中心とした地域学習を進め、校区やふるさとのよさを実感させるととも

に、地域の一員としての自覚を深め、地域に貢献する力へとつなげたい

と考えて実践している。 

ア 空き缶回収 

生徒会が中心となり、｢空き缶アート｣のテーマ、図案、制作の日程、

役割分担等、自主的に計画を立て実施した。まず、生徒会が中心となり

リサイクル活動の説明をして、空き缶の回収を呼びかけた。空き缶を集

めることと並行して、３年生を中心に前年度の空き缶を外した。 



 3 

イ 生徒間交流 

次に、全校生徒で、回収した空き缶の穴開けとペンキ塗りをする。学

校全体で取り組むため、総合的な学習の時間等を利用して時間を設定し

た。色塗り作業は、新居浜特別支援学校の生徒と交流し取り組んだ。 

空き缶の穴開けと色塗りが終わると、つなげる作業を運動場で行った。

作業手順は生徒会が作成、提示し、各クラスで色や向きを確認しながら

つないでいく。グループでの活動となるため、生徒同士で声を掛け合い

ながら作業を進めることで、学級の団結力も高まった。 

ウ 飾り付け 

つり上げは、生徒会役員や３年生の代表、教師で行った。これも、全

校生徒の手によって行いたい活動ではあるが、高所での作業で安全性や

作業効率を考慮して、例年３年生代表生徒と教師により行っている。下

級生はすでに「３年生になったら自分たちがやりたい」と考えている生

徒もおり、良き伝統になっていると感じている。完成した「空き缶アー

ト｣は体育館の側面に設置しており、１年間学校の象徴として飾られる。 

 

 （２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 


